
 

【第 1号議案】 

第 58年度事業報告書 

[概況] 

2022年度は、コロナ禍で停滞していた経済活動が徐々に平常時に戻り、製造業を中心に一部の企業で回復基調

となった。一方、ロシアのウクライナ侵攻が国際情勢を悪化させ、物流、エネルギー供給等に大きな影響を及ぼ

し、国内もインフレ進行で物価が上昇した。日銀短観によると、大企業、製造業の景気判断指数は 5期連続で悪

化し、印刷需要の低迷、コストの上昇、人手不足など一層厳しい経営環境で活動する一年となった。 

 このような中、ジャグラは 6 月に開催された第 57 回定時総会の役員改選ならびに第一回理事会を経て、岡

本泰氏を会長とする新たな執行部がスタートした。「絆をカタチに 今こそグラフィックサービス業に転換しよ

う」をスローガンに掲げ、新規事業では『ジャグラコンパクト DX』を立ち上げたほか、既存事業も将来のジャグ

ラを見据え、機動力のある委員会体制を構築した。 

 『ジャグラコンパクトDX』事業は、生産性向上委員会、MIS研究委員会、地域活性化委員会、業態進化委員

会の4つの委員会で構成し、“創注”をテーマに、社長の働き方改革、単品損益管理、新市場開拓のためのアプ

リ開発、最先端のデジタルツール研究を進めてきた。各委員会は一年間を通じて、軸となる定義と目的、ゴール

に向けた目標、スケジュール設定を行った。 

 新設のサスティナブル委員会では、ジャグラ会員中央値の従業員 5人規模をターゲットに、企業の持続可能

性をいかに追求していくか、今後の活動指針をまとめた。全国の会員による委員会体制に生まれ変わった広報委

員会も改めてジャグラ広報の在り方について議論を重ね、機関誌の見直し、SNSやジャグラ BBとの連動、新しい

プラットフォーム構築のための案をまとめた。 

 既存事業もコロナ禍にあって Web会議などを用いて活発に活動した結果、ジャグラコンテストや年賀状デザ

インコンテストは TV 番組で取り上げられ、注目度を高めた。ジャグラ作品展も 3 年ぶり文化典式典上で表彰す

ることができた。また、次年度の応募拡大に向けて施策を練った。DTP＆Web スクールはコロナ禍の影響もあり、

限定的な開講となったが創意工夫により事業を継続させた。厳しい行動制限下でもジャグラの絆をカタチにすべ

く、地協・支部活動支援委員会は地協活動支援金の利用促進を図り、会員増強のためのパンフレットを作成した。

個人情報保護では改正個人情報保護法の施行に伴い、改定された審査基準に対応した。 

 会員数は入会13社、退会 34社、総数750社で推移した。 

青年部 SPACE-21 は 10月に東京ドームホテルで全国協議会を開催し、創立 30周年記念事業のトークセッショ

ンを行った。今年 2月には金沢で全国交流キャラバンを実施し、親睦を深めた。 

 以下、各事業の詳細を次の通り報告する。  



 

【事業】 

 

[１]総務・財政 

１．正副会長会議 

(１)委員会開催 

正副会長会議ではジャグラの総務、財政、委員会総括、文化典、全国協議会、会館運営、災害時非常時対応等

について検討を行っている。 

 

回次 日付 会場 

第1回 2022年06月14日(火) ニッケイビル会議室＋Zoom会議 

第2回 2022年08月29日(月) ニッケイビル会議室＋Zoom会議 

第3回 2022年12月02日(金) ニッケイビル会議室＋Zoom会議 

第4回 2023年02月02日(木) ニッケイビル会議室＋Zoom会議 

第5回 2023年03月13日(月) ニッケイビル会議室＋Zoom会議 

 

 

(２)ジャグラ文化典の開催 

①日程 

 ジャグラ文化典は2022年6月2日～6日、愛知県名古屋市において開催した。 

ジャグラ文化典開催期間中とその前後は、次の行事を実施した。 

 

日付 時間 行事 会場 

6月2日(木) 18：00～ プレウエルカムパーティ ガーデンキッチンフラリエ 

6月3日(金) 
8：00～ 記念ゴルフコンペ 新南愛知カントリークラブ美浜コース 

18：00～ ウエルカムパーティ 名古屋観光ホテル 

6月4日(土) 

11：00～ マスターズ総会 

名古屋観光ホテル 

13：00～ 定時総会 

15：00～ 文化典式典 

16：15～ DX発表会 

18：30～ 大懇親会 

6月5日(日) 

8：00～ 信長コース 
熱田神宮～岐阜城～昼食～小牧山城～名

古屋駅 

8：00～ 

 
家康コース 

岡崎城～大樹寺～昼食(浜松)～久能山東

照宮～日本平夢テラス～静岡駅 

6月 5日(日)～6日

(月) 

5日 

8：30～ 

伊勢神宮コース 六華苑～椿大神社～昼食～二見興玉神社

(夫婦岩)～エクシブ鳥羽(宿泊) 

6日 

9：00～ 

伊勢神宮外宮・内宮～昼食～おかげ横丁

～近鉄宇治山田駅～名古屋駅 

 

②業界功労表彰 

賞名 受賞者 会社名 支部 

発展功労賞 田中 泰史 (有)田中印刷  山口県 

業界功労賞 浅野 史明 (有)第一プリント社 愛知県 

業界功労賞 神山 明彦 ㈱カミヤマ 愛知県 

永年協力賞 岡田 光司 ブラザー印刷㈱ 愛知県 



 

永年協力賞 冨田 耕司 (有)クイット 愛知県 

永年協力賞 山田 茂人 東海タイプ商会 愛知県 

 

③優良従業員表彰 

会社名 受賞者 支部 

タナカ印刷㈱ 川上 祐輝 東京・中央 

タナカ印刷㈱ 高田 理栄 東京・中央 

タナカ印刷㈱ 水谷 有 東京・中央 

タナカ印刷㈱ 村岡 亮介 東京・中央 

㈱イナミツ印刷 半田 俊文 東京・港 

(有)東海タック  伊藤 祐作 愛知県 

㈱トライス 伊井 浩平 兵庫県   

㈱トライス 渡邊 勇生  兵庫県   

㈱ニシキプリント 新宅 直子 広島県 

㈱ニシキプリント 吉澤 美保 広島県 

 

 

(３)全国協議会開催の件 

  2022年11月11日～12日に東京ドームホテルにおいて全国協議会を開催した。 

日付 時間 次第 会場 

11月11日(金) 

13：30 開会 岡本会長挨拶 

東京ドームホテル・

シンシアノース 

13：40 ジャグラコンパクトDX中間報告 

15：10 サスティナブル委員会提案 

15：30 グループディスカッション 

17：20 年賀状デザインコンテスト表彰 

17：50 ジャグラ文化典高知大会進捗報告 

18：00 懇親会 
東京ドームホテル・

シリウス 

11月12日(土) 

9：30 グループディスカッション発表 東京ドームホテル・

シンシアノース 
10：20 地協報告 

12：00 閉会 

 

  



 

３．財政(会館含む) 

①会館会計 

 

借入金明細表(令和5年3月31日現在)  

                                   (単位:円) 

金融機関 借入金 前期末 今期返済額 借入金残高 

巣鴨信用金庫 206,500,000 8,700,000 8,700,000 0 

合計 206,500,000 8,700,000 8,700,000 0 

 

 

借入金支払利息(令和4年4月1日～令和5年3月31日) 

                                    (単位:円) 

金融機関 借入金 借入金残高 利率 支払利息 

巣鴨信用金庫 206,500,000 0 0.80% 16,873 

合計 206,500,000 0   16,873 

 

 

ニッケイビルテナント 

令和 5年3月31日 

階層 坪数 テナント名 

9Ｆ/ B 15.08 共用会議室 

9Ｆ/ A 12.34 ジャグラパソコン教室 

8Ｆ 38.48 共用会議室 

7Ｆ 45.83 ジャグラ・東グラ 

6Ｆ 51.40 (株)アイセル 

5Ｆ/ B 32.90 (公財) 医用原子力技術研究振興財団 

5Ｆ/ A 18.50 農林水産省職員生活協同組合 

4Ｆ 51.40 (株)西村機械製作所 

3Ｆ 55.09 （一社）全国鍼灸マッサージ協会 

2Ｆ 55.09 PETボトル協議会 

1Ｆ 37.14 (株)ドミノ・ピザジャパン 

計 413.25  

 

 

 

  



 

②グループ保険の支部加入状況 

 

グループ保険現在加入数 

  2023/3/31現在 

支部・地

協 

23.03.31    

会員数 

従業員 22.03.31

加入数 

23.03.31

加入数 

加入増減 支部・地

協 

23.03.31    

会員数 

従業員 22.03.31

加入数 

23.03.31

加入数 

加入増減 

北海道 12 193 23 22 -1 岐阜 0 0 0 0 0 

青森 1 12 0 0 0 静岡 4 28 0 0 0 

岩手 20 72 3 3 0 愛知 50 659 16 16 0 

宮城 18 124 17 15 -2 三重 0 0 0 0 0 

秋田 19 112 10 10 0 東海計 54 687 16 16 0 

山形 5 37 0 0 0 滋賀 3 14 4 2 -2 

福島 11 216 26 24 -2 京都 11 127 35 37 2 

東北計 74 573 56 52 -4 大阪 62 1070 131 118 -13 

茨城 13 87 17 11 -6 兵庫 17 231 0 0 0 

栃木 11 104 0 0 0 奈良 4 44 10 10 0 

群馬 5 137 1 1 0 和歌山 9 82 0 0 0 

埼玉 3 10 0 0 0 近畿計 106 1568 180 167 -13 

千葉 13 134 11 11 0 鳥取 1 5 0 0 0 

神奈川 29 468 13 12 -1 島根 0 0 0 0 0 

山梨 14 64 27 21 -6 岡山 4 18 0 0 0 

長野 14 165 3 3 0 広島 9 61 11 10 -1 

関東計 102 1169 72 59 -13 山口 6 49 2 2 0 

千代田  46 1691 52 43 -9 中国計 20 133 13 12 -1 

中央  19 221 1 1 0 徳島 9 65 8 8 0 

港     27 291 3 3 0 香川 13 67 7 7 0 

新宿   52 357 7 7 0 愛媛 10 76 0 0 0 

文京   52 514 17 16 -1 高知 11 102 3 3 0 

城東   25 294 34 38 4 四国計 43 310 18 18 0 

城西   12 142 3 3 0 福岡 19 148 11 11 0 

城南   12 101 6 6 0 佐賀 0 0 0 0 0 

城北   0 0 0 0 0 長崎 0 0 0 0 0 

三多摩  18 152 4 4 0 熊本 6 48 0 0 0 

JaGra 0 4 6 5 -1 大分 11 73 3 3 0 

東グラ 0 3 5 4 -1 宮崎 1 21 0 0 0 

東京計 263 3770 138 130 -8 鹿児島 4 24 2 2 0 

新潟 15 250 0 0 0 沖縄 0 0 0 0 0 

富山 6 24 2 2 0 九州計 41 314 16 16 0 

石川 11 91 0 0 0 関東複写 0 0 0 0 0 

福井 1 1 0 0 0 関複計 0 0 0 0 0 

北陸計 33 366 2 2 0 全国計 748 9083 534 494 -40 

 

 

 

  



 

[２]組織拡大・活性化 

１．組織拡大 

（１）組織拡大の活動 

 組織拡大については、前期に引き続き入会金免除と会費３ヶ月免除（入会月を除く翌月から３ヶ月）を実施し

た。その結果、今期は入会15社、退会36社、差し引きマイナス 21社であった。 

 

（２）組織拡大表彰 

 組織拡大の表彰は、それまで入会があり実質増になった支部のほか、入会があった支部を表彰していたが、

2018年より、入会があり実質増になった支部を表彰する。 

今期は秋田県支部、福島県支部、群馬県支部、東京・港支部、愛知県支部、和歌山県支部、山口県支部、徳島

県支部が対象となった。 

 

（３）従業員規模別入会退会数 

 従業員規模別の入会・退会数は表の通りである。 

 

（４）賛助会員との連携 

 賛助会員とのネットワークを強めるため、例年、全国協議会の懇親会に賛助会員を招いて交流を深めている。 

 

 

  

従業員規模 1～4 5～9 10～19 20～29 30～49 50～99 100～ 合計 

■入会社数 6 8   1       15 

■退会理由                 

倒産               0 

廃業(転業･合併) 6 1     2     9 

経営不振(事業の縮小･一身上の都合) 11 8 1         20 

会費滞納 1             1 

メリットなし 1 1           2 

不明･その他 2 2           4 

合    計 21 12 1 0 2     36 



 

(５)支部別会員数 

2023年3月末現在の支部別会員数は表の通りである。 

 

 支部別会員数(2022年4月1日～2023年3月31日) 

支部・地協 22.04.01    

会員数 

入会 退会 増減 23.03.31  

会員数 

支部・地協 22.04.01    

会員数 

入会 退会 増減 23.03.31  

会員数 

北海道 12 0 0 0 12 岐阜 0 0 0 0 0 

北海道計 12 0 0 0 12 静岡 4 0 0 0 4 

青森 1 0 0 0 1 愛知 48 4 2 2 50 

岩手 20 0 0 0 20 三重 0 0 0 0 0 

宮城 19 0 1 -1 18 東海計 52 4 2 2 54 

秋田 18 1 0 1 19 滋賀 3 0 0 0 3 

山形 6 0 1 -1 5 京都 12 0 1 -1 11 

福島 10 1 0 1 11 大阪 67 0 5 -5 62 

東北計 74 2 2 0 74 兵庫 18 0 1 -1 17 

茨城 15 0 2 -2 13 奈良 4 0 0 0 4 

栃木 11 0 0 0 11 和歌山 7 2 0 2 9 

群馬 4 1 0 1 5 近畿計 111 2 7 -5 106 

埼玉 4 0 1 -1 3 鳥取 1 0 0 0 1 

千葉 15 0 2 -2 13 島根 0 0 0 0 0 

神奈川 30 0 1 -1 29 岡山 4 0 0 0 4 

山梨 14 0 0 0 14 広島 10 0 1 -1 9 

長野 15 0 1 -1 14 山口 5 1 0 1 6 

関東計 108 1 7 -6 102 中国計 20 1 1 0 20 

千代田 49 1 4 -3 46 徳島 8 1 0 1 9 

中央 21 0 2 -2 19 香川 14 0 1 -1 13 

港 26 1 0 1 27 愛媛 13 0 3 -3 10 

新宿 54 0 2 -2 52 高知 11 0 0 0 11 

文京 52 1 1 0 52 四国計 46 1 4 -3 43 

城東 26 1 2 -1 25 福岡 19 0 0 0 19 

城西 12 0 0 0 12 佐賀 0 0 0 0 0 

城南 12 0 0 0 12 長崎 0 0 0 0 0 

城北 0 0 0 0 0 熊本 7 0 1 -1 6 

三多摩 18 0 0 0 18 大分 11 0 0 0 11 

東京計 270 4 11 -7 263 宮崎 1 0 0 0 1 

新潟 16 0 1 -1 15 鹿児島 4 0 0 0 4 

富山 6 0 0 0 6 沖縄 0 0 0 0 0 

石川 11 0 0 0 11 九州計 42 0 1 -1 41 

福井 1 0 0 0 1             

北陸計 34 0 1 -1 33 全国計 769 15 36 -21 748 

 

  



 

[３]広報事業 

１．広報委員会 

新しい体制で一年間活動して、広報の動きや機関誌の発行について一から知るところから始め、変えてい

くべきところを模索した。委員からは色々な意見が出たが、それらをまとめるのにも苦労した。ジャグラ BB

はジャグラニュースを41本、各委員会から提供された動画を随時アップした。今後はコンテンツをどうする

か、機関誌やHPとどう連携していくか議論している。コンテンツは充実しているが、外への発信という部分

が弱い。いかに既存のコンテンツを見てもらうかが今後の課題となっている。機関誌はジャグラBBよりは見

てもらえているが、中身を精査し変えていかなくてはならない。 

(１)機関誌 

①機関紙定期発行 

  機関誌の定期発行に向け、毎月一回委員会を開催し、企画内容を検討。以下の通り、機関誌を発行した。 

2022年4月号 「2022年の業界展望」「2.12 PrintNext2022 東京で開催！」 

2022 年 5 月号 「印刷業界におけるデジタル印刷に関するアンケート調査」「経産省『印刷会社への価格転

嫁に関するアンケート』」 

2022年6月号 「ジャグラコンパクト DX事業スタート」「ジャグラ作品展入賞作品決定！」 

2022年7月号 「第64回ジャグラ文化典愛知大会大成功！」 

2022年8月号 「2023年卯年 年賀状デザインコンテスト入選作品を決定！」 

2022年9月号 「ジャグラコンパクト DX事業4委員会が本格始動！」 

2022年10月号 「ジャグラの広報、どうあるべきか？広報委員会によるリアル座談会」「エジソンと堀井新

治郎の交流示す手紙発見」 

2022年11月号 「青年部 SPACE-21 30周年を祝う！」「日本自費出版文化賞受賞作決まる」 

2022年12月号 「11.11-12 全国協議会を開催」「読まれるプッシュ媒体 ネット媒体は苦戦 広報事業に

関するアンケート調査」 

2023年1月号 「IGAS2022見てある記」 

2023年2月号 「図説 いま知っておきたい略語＆カタカナ語」 

2023年3月号 「モンゴル印刷産業協会が来日」「“創注”をテーマに page2023開催」 

②機関誌リニューアルの検討 

  12月号に掲載した会員アンケートをもとに、より良い機関誌へとリニューアルすべく、検討してきた。今期

は、趣意書をまとめた。方向性として表紙もより会員同士のつながりを感じられるようなものを検討していく。 

③編集委託検討 

長年、機関誌編集に携わってきた(有)インフォ・ディーの藤尾様が 4月に業務を終了する旨を受け、5月号

以降の制作体制を検討した。 

印刷業務、編集業務を切り分け、会員から公募することとした。（4月号掲載） 

7月号までは委員メンバーで制作作業を代行する。 

 

(２)ジャグラBB 

①事業の目的 

・会員企業の人材育成支援動画配信 

・会員企業への映像による情報提供 

・会員コミュニケーション活性化 

・ジャグラ事業・委員会活動等の情報配信 

・ジャグラの一広報媒体である JagraBBの強化 

②ねらい 

・自前の教育リソースを持たない会員企業に利用を促し人材育成の一端を担う 

・会員外へジャグラBBの利用する機会を設けジャグラの魅力を伝え会員獲得につなげる 

・会員の各社の動向等を配信することによる会員企業の活性化 

③番組の制作、配信（2022年 4月1日～2023年3月31日までの実績） 

2022年度は、合計64タイトルの番組を制作し配信した。（累計 449タイトル） 

タイトルは以下の通り。 



 

◆経営◆(1タイトル) 

2022個人情報保護セミナー JIPDEC「プライバシーマークにおける個人情報保護マネジメントシステム構築・

運用指針」の解説 

 

◆教育と技術◆（9タイトル） 

いまさら聞けない！？印刷業の DX基礎用語 1）スマートファクトリー 

いまさら聞けない！？印刷業の DX基礎用語 2）AI入門知識 

いまさら聞けない！？印刷業の DX基礎用語 3）AI事例 

いまさら聞けない！？印刷業の DX基礎用語 4）xR(VR.AR.MR)とは何か 

いまさら聞けない！？印刷業の DX基礎用語 5) ARのしくみ/VR用途・事例イメージ 

いまさら聞けない！？印刷業の DX基礎用語 6) VRのしくみ 

いまさら聞けない！？印刷業の DX基礎用語 7) MR基礎知識 

いまさら聞けない！？印刷業の DX基礎用語 8) 5G（通信技術）の入門 

いまさら聞けない！？印刷業の DX基礎用語 9) Beyond 5G基礎知識 

 

◆セミナー◆（4タイトル） 

【東北地協主催セミナー】（第１部）激甚災害を越えて ―災害と闘った歴史― 

【東北地協主催セミナー】（第２部）0.5 歩先の実践。時代を彩る印刷業のチカラ 

印刷会社が新事業として「動画制作」を始めた話。 

2023個人情報保護セミナー「個人情報保護法における安全管理措置」 

 

◆ニュース◆（41タイトル） 

生産性向上のススメ ～JaGra compact DX 生産性向上委員会の取組経過報告～ 

SPACE-21歴代幹事シンポジウム【第１部】パネリスト：熊谷晴樹・倉沢弘道 

SPACE-21歴代幹事シンポジウム【第２部】パネリスト：赤井大祐・池邉寛・鈴木真吾 

SPACE-21歴代幹事シンポジウム【第 3部】パネリスト：三宮健司・東海林正豊・瀬尾淳 

ジャグラコンパクトDX中間報告（2022.11.11ジャグラ全国協議会より） 

マンガで分かる『スループット調査票』【MIS研究委員会】 

スループット座談会【MIS研究委員会】 

【業態進化委員会】尼崎印刷の DX事例紹介「封入検品システム」 

ジャグラニュース vol.449(2022.4.15)  

ジャグラニュース vol.450(2022.4.28)  

ジャグラニュース vol.451(2022.5.25)  

ジャグラニュース vol.452(2022.5.31) 今週の支部長（東京城南 原田大輔支部長） 

ジャグラニュース vol.453(2022.6.16)  

ジャグラニュース vol.454(2022.6.27) 萩原菜乃花キャスター最終回 

ジャグラニュース vol.455(2022.7.19) 桜井梨子キャスター初回です！ 

ジャグラニュース vol.456(2022.8.1)桜井梨子キャスター 

ジャグラニュース vol.457(2022.8.10)えがわさゆりキャスター初回です！ 

ジャグラニュース vol.458(2022.8.12)えがわさゆりキャスター 

ジャグラニュース vol.459(2022.8.29) 板谷安純キャスター初回です！ 

ジャグラニュース vol.460(2022.8.31) 板谷安純キャスター 

ジャグラニュース vol.461(2022.9.13) 宮崎麗奈キャスター初回です！ 

ジャグラニュース vol.462(2022.9.16)宮崎麗奈キャスター 

ジャグラニュース vol.463(2022.9.28)桜井梨子キャスター 

ジャグラニュース vol.464(2022.10.3)桜井梨子キャスター 

ジャグラニュース vol.465(2022.10.11)えがわさゆりキャスター 

ジャグラニュース vol.466(2022.10.17) 板谷安純キャスター 

ジャグラニュース vol.467(2022.10.26) 板谷安純キャスター 



 

朗読「巻頭言・東京青年部「FACE]のご紹介」（ジャグラニュース番外） 

ジャグラニュース vol.468(2022.11.14)宮崎麗奈キャスター 

ジャグラニュース vol.469(2022.11.21)桜井梨子キャスター 

ジャグラニュース vol.470(2022.12.1)桜井梨子キャスター 

ジャグラニュース vol.471(2022.12.16)えがわさゆりキャスター 

ジャグラニュース vol.472(2022.12.21)今週の支部長：愛知県支部鈴置支部長 

ジャグラニュース vol.467(2022.12.28) 板谷安純キャスター 

ジャグラニュース vol.474(2023.1.10)宮崎麗奈キャスター 

ジャグラニュース vol.475(2023.1.27)宮崎麗奈キャスター 

ジャグラニュース vol.476(2023.2.1)桜井梨子キャスター 

ジャグラニュース vol.477(2023.2.23)宮崎麗奈キャスター 

ジャグラニュース vol.478(2023.3.17) 板谷安純キャスター 

ジャグラニュース vol.479(2023.3.24)宮崎麗奈キャスター 

ジャグラニュース vol.480(2023.3.31)桜井梨子キャスター 

工場探訪 株式会社オズプリンティング 

 

◆BBネットワーク◆（8タイトル） 

【B-Tube】ジャグラニュースキャスターえがわさゆり自己紹介動画 

【B-Tube】ジャグラニュースキャスター板谷安純自己紹介動画 

【B-Tube】ジャグラニュースキャスター宮崎麗奈自己紹介動画 

【B-Tube】ジャグラニュースキャスター桜井梨子自己紹介動画 

【B-Tube】BUN SHIN FACTORYオンライン工場見学（東京都：文伸様 投稿作品） 

【B-Tube】にゃんこにゃんこにゃんこ（和歌山県支部：（株）エヌ・ケイ・ステーション 様） 

【B-Tube】ツーリングのようす（匿名様 投稿作品） 

【B-Tube】大分県のさくら（佐藤愛子様 投稿作品） 

④広報 

・ジャグラBBの利用促進を目的としてジャグラ機関誌に「HOTNEWS」を掲載している。 

・SNSでの周知を行っている。Twitterは新着番組情報を、Facebookでは、委員による口コミ情報を発信した。 

 

(３)ホームページ、メールマガジン 

機関誌、ジャグラBBのほか、ホームページによる情報公開、メールマガジン（22年度 14回）による情報発信

を行った。 

①ホームページ掲載 

2022年04月05日 第64回ジャグラ文化典愛知大会 参加申し込み受付中！ 

2022年04月07日 第33回 2021年度SPACE-21総会開催のお知らせ 

2022年04月28日 【会員の皆様】ジャグラ委員会メンバー募集 

2022年05月02日 グラフィックサービス2022年5月号（No.846） 

2022年05月18日 令和3年度ジャグラ作品展入賞作品決定！ 

2022年05月26日 総会にともなうジャグラ本部事務局休業のお知らせ 

2022年06月06日 グラフィックサービス2022年6月号（No.847） 

2022年06月07日 【速報】ジャグラ文化典愛知大会に 410名つどう 

2022年06月30日  グラフィックサービス2022年7月号（No.848） 

2022年07月22日   第10回ジャグラ年賀状デザインコンテスト入賞作品決定！ 

2022年07月29日   グラフィックサービス2022年8月号（No.849） 

2022年08月10日  第30回 SPACE-21全国協議会東京大会開催のお知らせ 

2022年08月22日 【会員の皆様】第10回ジャグラ年賀状デザインコンテスト見本帳完成のお知らせ 

2022年08月31日  グラフィックサービス2022年9月号（No.850） 

2022年09月30日  グラフィックサービス2022年10月号（No.851） 

2022年10月11日   ジャグラコンテスト第6回 第1次審査上位者発表！ 



 

2022年11月02日   グラフィックサービス2022年11月号（No.852） 

2022年11月10日   全国協議会にともなうジャグラ本部事務局休業のお知らせ 

2022年11月30日   グラフィックサービス2022年12月号（No.853） 

2022年12月05日    ジャグラコンテスト第6回 総合順位発表！ 

2022年12月05日 作品展募集開始！ 

2022年12月15日  SPACE-21全国交流キャラバン in北陸開催のご案内 

2023年01月05日  グラフィックサービス2023年1月号（No.854） 

2023年01月26日  ジャグラコンテストNHK放送のお知らせ 

2023年02月02日  グラフィックサービス2023年2月号（No.855） 

2023年02月07日  DTP&Webスクール 開講スケジュール更新 

2023年03月01日 グラフィックサービス2023年3月号（No.856） 

2023年03月08日 ジャグラ文化典高知大会申し込み受付開始！ 

2023年03月23日 ジャグラSPACE-21総会 東京の分業体制見学ツアー開催のご案内 

 

 

[４]ジャグラコンパクトDX ① 

１．生産性向上委員会 

「自働化」をキーワードにパートナー企業とともに、10人1億円規模の会社で取り組めるシステム、取組みを

検討してきた。結果的に会社規模によって構築するシステムが異なることを改めて確認した。規模に即した自働

化推進・情報提供・使用ツール・取り組み方についてモデル企業を募って情報を発信していく。 

(１)モデル企業の選定とヒアリング 

実態調査として、会員からヒアリング企業を募り、Zoomならびに現地調査を実施した。モデル企業の選定条件

として、①経営者にやる気がある。②自働化の取り組み前後の情報が開示できる。③PODに主力をシフトしたい。

④自働化等の取り組みが上手くいっていない会員とした。ヒアリングの結果は、11 月 11 日に開催された全国協

議会にて中間発表した。 

 

(２)プレゼンテーション 

・キヤノンマーケティングジャパン㈱ Production Print Flow Manager 自動化・省力化を実現するワークフロ

ーシステムの紹介 

・コニカミノルタジャパン㈱ プリントソリューション・ハードウェア製品の紹介 

・富士フイルムビジネスイノベーションジャパン㈱ 印刷工程に係る kintoneとfreeflow coreシステムの２つ

を紹介 

 

(３)見学会の実施 

生産性向上のシステムを学ぶため、メーカーの工場見学を実施した。 

・9月27日～28日、リコー海老名事業所、富士フイルムビジネスイノベーションジャパン海老名事業所を見学 

・12月14日 ホリゾンびわこ工場を見学 

 

(４)DX化のロードマップ 

DX化のステップとして、4つのフェーズを設定した。 

フェーズ0 既存工程、設備の棚卸 

フェーズ1 各工程のデジタル化 

フェーズ2 RPA、JDF等で自動化 

フェーズ3 スマートファクトリーの実現 

 

(５)委員会の開催 

・06月16日 第１回委員会 Zoom 

・07月20日 第２回委員会 Zoom 

・08月22日 第3回委員会 Zoom 



 

・09月16日 第4回委員会 Zoom 

・10月07日 第5回委員会 Zoom 

・11月16日 第6回委員会 Zoom 

・12月12日 第7回委員会 ニッケイビル 

・02月13日 第8回委員会 Zoom 

・03月16日 第9回委員会 Zoom 

 

２．MIS研究委員会 

ジャグラ会員に向けた単品損益を第一として、自社の利益や顧客に対して適正に価格を出しているか、仕事の

効率を分析できるツールを作って提供しようというところまで進んでいる。データベースでテーブル構成をシン

プルな形にし、来期にはシステム構築して会員に提供していく。 

(１)単品損益管理 

・本委員会の目的は単品損益管理による収益改善と据える。 

・業務上に単品損益が管理できるシステムを組み込む。 

 

(２)スループット調査票の実施 

・10人1億円規模の会社に求められる単品損益管理の仕組みを検討するため、モデル企業を選定し、㈱イナミツ

印刷が作成、使用したスループット調査票の記入を依頼している。 

 

(３)啓蒙活動 

単品損益管理の啓蒙活動として以下の情報、ツールを発信した。 

・DXパラレルワールドマンガ 

・ジャグラ BB マンガで分かる『スループット調査票』 

・支部勉強会用スループット調査票セット 

・ジャグラ BB スループット調査票座談会「気づきが多いことに気づくスループット」 

 

(４)MIS開発 

・作業指示書、売上、作業時間の入力の 3項目でシステム全体構成を検討する。 

・共有スプレッドシートを使用し、システム開発の必要項目を整理。 

・精度目標は 85～90％。 

 

(５)委員会の開催 

・06月15日 第1回委員会 Zoom 

・07月06日 第2回委員会 Zoom 

・08月03日 第3回委員会 Zoom 

・09月07日 第4回委員会 Zoom 

・10月05日 第5回委員会 Zoom 

・11月10日 第6回委員会 ニッケイビル 

・12月07日 第7回委員会 Zoom 

・01月11日 第8回委員会 Zoom 

・02月08日 第9回委員会 Zoom 

・03月08日 第10回委員会 Zoom 

 

 

[５]ジャグラコンパクトDX ② 

１．業態進化委員会 

DX を活用したアプリやツールをジャグラ会員の委員とメーカー・ベンダー含め 15 人ほどで意見を出し合って

いる。機関誌 2月号からは情報発信として業態進化委員会の連載をスタートした。今期は 2回分総会資料に載る

のは3月分までだが、現在10月号分まで紹介するツールが決定している。機関誌だけでなくジャグラ BBでもツ



 

ールを紹介できるように進めている。撮影費等を安く、簡潔に説明できるものを各担当に考えてもらい動いてい

る。ツールの紹介以外にもツールを活用している会社や、kintone 等のツールが実際にどう使えるのかといった

会員からのリクエストにも応えるよう活動してきた。 

(１)メインテーマの設定 

業態進化委員会のメインテーマを「印刷業からグラフィックサービス業への転換」とした。 

・顧客に「進化」を感じてもらい、「創注」に結び付ける。 

 

(２)ツールの検討指針 

・印刷にこだわらないマルチアウトプットで創注、事業領域拡大のツールを見つける。 

・簡単に取り組めるものを「梅」、情報をもとに取り組みが可能なものを「竹」、専門的な理解が必要となるもの

を「松」として、3段階で紹介するツールを検討していく。 

 

(３)機関誌連載 

・毎月ツールを委員持ち回りで寄稿していく。 

・原稿の体裁は、○○さんが紹介する製品とする。会社紹介、プロフィール等を末尾に入れる。販売元、問合先、

導入費用（目安）を別立てて掲載する。問い合わせ先は紹介者が決める。 

・シリーズタイトルは「ジャグラコンパクト DX 業態進化のすすめ～新技術を取り込み強い会社になろう～」。 

・リードは中村委員長が作成。 

①パートナー企業からのツール紹介 

・富士フイルムグローバルグラフィックシステムズ㈱ 「FormMagic」 

②セミナー、ウェビナーの検討 

・ドローンの初心者向け、またビジネス化を目指す会員向けにウェビナーによる情報交換＆相談会「ドローンチ

ャレンジミーティング」を次年度開催。 

・Canvaのウェビナーを次年度開催。 

 

(４)委員会の開催 

・06月29日 第1回委員会 Zoom 

・08月03日 第2回委員会 ハイブリッド 

・09月05日 第3回委員会 Zoom 

・09月27日、28日 リコージャパン、FFBI海老名事業所見学会 

・10月06日 第4回委員会 Zoom 

・11月10日 第5回委員会 Zoom 

・12月08日 第6回委員会 Zoom 

・01月12日 第7回委員会 Zoom 

・02月21日 第8回委員会 ショーワ会議室 

・03月22日 第9回委員会 Zoom 

 

２．地域活性化委員会 

㈱クイックスの健診アシストシステムとセーフティカードを融合させたツールを検討してきた。地理情報を用

いたアプリを制作するにあたりシステム構築について議論してきた。リコージャパン㈱に開発を依頼し、PoC の

要件定義まで行った。また、子ども食堂のオープンデータ化を目指す「NPO 法人むすびえ」との情報交換、その

他地域活性の情報収集を進めた。 

(１)委員会方針 

 「クイックス健診Assistの別市場展開」「各地の活性化事例収集」「委員から有益情報の共有と活用」 

 

(２)ジャグラコンパスの開発 

・“創注”の一環で、防災向け市場をターゲットに据える。 

・緯度経度情報と国土地理院の指定緊急避難場所を組み合わせた可変データ生成システム。 

・名称はジャグラコンパスとした。 



 

・アウトプットは、セーフティカード。 

・テンプレートデザインに流し込んで PDFをダウンロードできるタイプと、可変データをダウンロードできるCSV

の2種類での提供を検討している。 

・特定可能な個人情報はジャグラコンパス上では扱わず、（社員番号など）固有番号と対象の住所データのみアッ

プロードすれば使えるシステム、デザインとする。 

・システム開発（PoC）はリコージャパン㈱に依頼。 

・正式版では㈱モリサワのUDフォントの採用も検討する。 

・会員にはシステム以外に営業ツールも提供し、創注につなげてもらう。 

 

(３)その他の活動 

①介護市場に対するアプローチ 

 ・要介護認定関係の予防措置としての活用を検討。 

 ・川崎市と横浜市の地域包括支援センターに関わる部局にコンタクトを取る。 

 ・横浜市からレスポンスも縦割り構造で検討を中断。 

②こども食堂のオープンデータ活用 

 ・子どもの孤食、貧困問題からこども食堂の情報提供で緯度経度システムの活用を検討。 

 ・全国のこども食堂ネットワーク支援を行う NPO法人むすびえのオープンデータ化について学ぶ。 

 ・オープンデータ化でジャグラとしての賛同を表明。 

③別府、山香の地域活性 

 リアル会議を別府のゲストハウス InBloomBeppu で開催。当日は別府の文化伝承と地域の活性に取り組むゲス

トハウス運営の羽田氏が講演した。翌日は佐藤委員が取り組む山香町で開催されていたアート展を見学した。 

 

(４)委員会の開催 

・06月24日 第1回委員会 Zoom 

・07月22日 第2回委員会 Zoom 

・08月26日 第3回委員会 Zoom 

・09月22日 第4回委員会 Zoom 

・10月21日 第5回委員会 Zoom 

・12月02日 第6回委員会 別府・InBloomBeppu 

・01月19日 第7回委員会 Zoom 

・02月24日 第8回委員会 Zoom 

・03月22日 第9回委員会 Zoom 

 

 

[６]クロスメディ研究事業 

１．ジャグラコンテスト委員会 

(１)委員会の開催 

ジャグラコンテスト委員会は、2022年7月13日、9月6日、10月4日、11月29日、12月22日、2023年1月

20日、3月3日にZoomで委員会を開催した。 

問題作成・採点等を行うジャグラコンテスト専門委員会議は、2022年4月21日、5月26日、6月28日、8月

24日、9月28日、10月29日、11月22日にZoomで会議を開催した。 

 

(２)委員会の目的 

本委員会は、ジャグラコンテストおよび JaGra認定DTPオペレーション技能テスト（JCST）の企画・運営・普

及に関わるすべての活動を担うことを目的とする。 

 

(３)活動内容 

①ジャグラコンテストの開催 

ジャグラコンテスト第6回Illustrator・InDesignを開催することが決定し、5月9日から7月12日まで参加



 

者を募集した。募集の結果、Illustrator：48名、InDesign：51名の応募があった。 

②第1次審査 

・第1次審査を7月20日～9月5日の期間に実施した。 

・第1次審査で出題された審査用課題は下記の通り。 

◆Illustrator 

・コワーキングカフェリーフレットの制作（100点満点） 

・ニュースレターのデータ作り替え業務（100点満点） 

◆InDesign 

・雑誌連載記事ページの制作（100点満点） 

・新製品発表会のお知らせ制作（100点満点） 

・第1次審査得点上位者を10月7日にWebサイトで発表した。 

・第 1次審査から第 2次審査実技試験へ進出する人数は、参加者数と得点分布から、上位 7位までとした。該

当者に第2次審査参加意思を確認した結果、辞退者が出たため、辞退枠が埋まるまで 8位から10位までの入

賞者に上位者から参加意思を確認し、第 2次審査参加者が決定した。参加者は下記の通り（敬称略）。 

 

◆Illustrator第2次審査受験者 

第1次審査順位 氏名 会社名 都道府県 

１位 長渡 洋介 株式会社ながと 宮崎県支部 

２位 遠藤 利恵 株式会社東北プリント 宮城県支部 

３位 丸山 綾香 株式会社谷印刷 石川県支部 

４位 後藤 宏幸 共立速記印刷株式会社 東京・文京支部 

５位 中島 一也 株式会社北斗プリント社 京都府支部 

６位 細田 理恵 株式会社ウィザップ 新潟県支部 

７位 阿久澤有沙 ネッツトヨタ群馬株式会社 会員外 

９位 岡崎 里志 共立速記印刷株式会社 東京・文京支部 

 

◆InDesign第2次審査受験者 

第1次審査順位 氏名 会社名 都道府県 

１位 中道 恭子 個人 個人 

２位 後藤 宏幸 共立速記印刷株式会社 東京・文京支部 

２位 吉野  章 個人 個人 

２位 奥瀬 隆史 トーバン印刷株式会社 岩手県支部 

６位 藤田 隆弘 株式会社東京技術協会 東京・港支部 

８位 高橋 綾佳 亜細亜印刷株式会社 会員外 

９位 細田 理恵 株式会社ウィザップ 新潟県支部 

 

③第2次審査 

・10月29日にジャグラコンテスト第 2次審査実技試験をジャグラ東京本部 8階会議室で実施した。 

・第2次審査で出題された審査用課題は下記の通り。 

◆Illustrator 不動産モデルハウスチラシの制作（100点満点） 

◆InDesign ジャグラ BB番組QRコード表の制作（100点満点） 

・第2次審査採点の結果、第 1次審査との合計点で総合順位が決定し、12月5日に Webで上位5名を発表した

（敬称略）。 

 

  



 

◆Illustrator総合順位 

順位 氏名 会社名 都道府県 

１位 長渡 洋介 株式会社ながと 宮崎県支部 

１位 丸山 綾香 株式会社谷印刷 石川県支部 

３位 遠藤 利恵 株式会社東北プリント 宮城県支部 

４位 中島 一也 株式会社北斗プリント社 京都府支部 

５位 後藤 宏幸 共立速記印刷株式会社 東京・文京支部 

 

◆InDesign総合順位 

順位 氏名 会社名 都道府県 

１位 吉野  章 個人 個人 

２位 高橋 綾佳 亜細亜印刷株式会社 会員外 

３位 中道 恭子 個人 個人 

４位 奥瀬 隆史 トーバン印刷株式会社 岩手県支部 

５位 細田 理恵 株式会社ウィザップ 新潟県支部 

 

④表彰 

ジャグラコンテスト第6回1位入賞者表彰式を、2023年6月に開催されるジャグラ文化典高知大会総会で実施

する。 

⑤協賛 

ジャグラコンテスト開催にあたり協賛企業を募集し、賛助会員のアドビ㈱、モリサワ㈱、富士フイルムグラフ

ィックソリューションズ㈱、㈱ショーワ、リコージャパン㈱、コニカミノルタジャパン㈱に協賛いただいた。 

⑥NHK放送 

ジャグラコンテスト第6回 Illustrator第 2次審査実技試験が、NHKテレビ番組「ニッポン知らなかった選手

権 実況中！」に取り上げられ、2月7日（火）23:00～「第6回DTPオペレーター技能競技会」として放送され

た。本番組は、企業や業界団体等で人知れず開催されているコンテストに潜入し、実況解説を行うバラエティ

ー番組。 

⑦JaGra認定 DTPオペレーション技能テスト（JCST） 

・JCSTとは、課題をもとに制作された DTPデータをスコア評価し、印刷物制作現場で即戦力として活躍できる

DTPオペレーション技能を有する人物を認定するとともに、自身のオペレーション技能レベルを数値化するこ

とで今後強化すべきポイントを把握することができる試験制度である。 

・ジャグラコンテスト開催にあたり、2022年内のJCSTは実施を見合わせた。 

 

２．DTP教室 

(１)DTP関連講座 

｢DTP 入門｣｢Illustrator ベーシックトレーニング｣｢Illustrator 実務必須テクニック｣｢Illustrator 実践講座

～作図・描画編｣｢Illustrator 実践講座～文字組み・レイアウト編｣｢Photoshop ベーシックトレーニング｣

｢Photoshop実務必須テクニック｣｢InDesignベーシックトレーニング｣｢InDesign実務必須テクニック｣「PDFフォ

ームの基本」 

 

(２)Web関連講座 

「HTML+CSS入門」｢HTML+CSS実務必須テクニック｣「Canvaデザイン入門バナー作成編」「Canvaデザイン応用チ

ラシ作成編」 

 

(３)ビデオ関連講座 

｢ゼロから学ぶ映像制作実習講座」「Premiere Proベーシックトレーニング」「Premiere Proステップアップ講

座」｢After Effectsベーシックトレーニング」 



 

(４)貸し教室および専門教育受託関連 

DTP系研修…4件、ウェブ系研修…2件 

 

(５)東北芸術工科大学ほか継続受託講習 

・東北芸術工科大学（山形市）デザイン工学部一年次後期必修科目「デジタル表現演習」、文芸学科二年次通年

選択必修科目「DTP演習初級・上級」へ非常勤講師・講師アシスタントを派遣。 

・公益社団法人日本広報協会主催①DTP セミナー②イラストレーターセミナー③フォトショップセミナーの 3

講座を受託。 

 

(６)新型コロナウイルス対策 

・新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、10名定員の教室を 5名定員で継続運営している。 

・「手指用消毒液設置」「PC等機器のアルコール消毒」「定期的な換気」「講師のマスク着用」の徹底を継続して

いる。 

・コロナ禍で集合研修の参加を控えたい方向けに、Photoshop、InDesign、Acrobat、Premiere Pro、After Effects、

Webの各種講座をオンライン開催するサービスを提供している。 

 

 

[７]コンテスト事業 

１．年賀状デザインコンテスト委員会 

 (１)第10回卯年年賀状デザインコンテスト 

 第10回年賀状デザインコンテストを実施した。令和4年4月1日より募集を開始し、会員企業 51社・個人よ

り341点、学生14校より201点で合計542点の応募があった。 

 募集部門は「カラー部門」、「モノクロ部門」、「学生部門」、「喪中部門」の 4部門で実施した。これらの作品の

中から、カラー部門会長賞を小野高速印刷(株)（兵庫県支部）、モノクロ部門会長賞を(株)インフォテック（東京

三多摩支部）、学生部門会長賞を日本アニメ・マンガ専門学校の佐藤胡桃氏が受賞した。会長賞の受賞者は 11月

11日に開催する全国協議会で表彰式を執り行った。 

 また、協賛企業賞、優秀賞、作品賞など合計 100点(賞金総額 70万円)を受賞作としてホームページおよび機関

誌8月号で発表した。 

 受賞作で見本帳（A3判両面×2頁）を作成し、機関誌9月号に同封し、8月22日より会員企業がダウンロード

して、無償で商用利用できるようにした。ダウンロードする年賀状データは PDFと IllustratorCC、CS6、PDF、

JPEG形式の４種類を用意した。さらに見本帳データはIllustratorCC、CS6、PDF、面付 PDFの4種類用意した。

また、「年賀状承ります」のポスター2パターン（PDF、JPEG、Illustrator）、「喪中はがき印刷承ります」のポス

ターやカラー、モノクロ（Illustrator 、PDF、JPEG）文例サンプ（Illustrator、PDF）のデータもダウンロード

できるようにした。 

 賛助会員を中心に、協賛申し込みを募った。協賛企業は、富士フイルムグラフィックソリューションズ(株)、

㈱大塚商会、コニカミノルタジャパン(株)、(株)ショーワ、ダイヤミック(株)、富士フイルムビジネスイノベー

ションジャパン(株)、㈱ホリゾン、(株)ムサシ、(株)モリサワ、リコージャパン(株)、リョービMHIグラフィッ

クテクノロジー(株)の合計11社であった。 

 

【上位受賞者リスト】 

受賞 支部 企業名・学校名および氏名（敬称略） 

カラー部門 会長賞 兵庫 小野高速印刷(株) 

モノクロ部門 会長賞 東京 (株)インフォテック 

学生部門 会長賞 新潟 日本アニメ・マンガ専門学校 佐藤胡桃 

FFGS賞 岩手 (株)一関プリント社 



 

大塚商会賞 愛知 名古屋工学院専門学校 小川凜太郎 

ショーワ賞 東京 勝美印刷(株) 

コニカミノルタ賞 広島 (株)ニシキプリント 

モリサワ賞 京都 (株)北斗プリント社 

リョービMHI賞 大阪 大和写真工業(株) 

FFビジネスイノベーション賞 愛知 ＨＡＬ名古屋 山田唯乃 

リコージャパン賞 東京 (株)西光美術 

ムサシ賞 京都 (株)北斗プリント社 

ダイヤミック賞 東京 (株)西光美術 

 

(２)第11回辰年年賀状デザインコンテストの募集 

 2023年4月3日より募集を開始する。募集部門は「カラー部門」、「モノクロ部門」、「学生部門」、「ご当地デザ

イン部門」で実施する。募集対象はジャグラ会員およびデザイン専門学校の学生のほか、ジャグラ会員と取引が

あるデザイナーで、募集締め切り 6月 17日(日)、結果発表 7月 20日(木)、ダウンロード開始 8月 22日(火)、

表彰式 11月10日(金)東京ドームホテルで開催する。 

 賛助会員を中心に協賛企業から協賛金を募集する。賞金 70万円で受賞作品は100点を集める。 

 応募状況により点数が増減するため、目安とする。 

会長賞カラー部門 1点×5万円   会長賞モノクロ部門 1点×4万円 

会長賞学生部門 1点×4万円   協賛企業賞 10点×1万円 

ご当地デザイン部門 10点×5,000円 優秀賞 7点×1万円 

作品賞 70点×5,000円 作品点数合計 100点 賞金合計 70万円 

 

(３)委員会開催 

・07月01日 第1回委員会 ニッケイビル会議室 

・02月14日 第2回委員会  Zoom 

・03月10日 第3回委員会  Zoom 

 

２．作品展委員会 

昨年の作品展では404点の応募があった。4月4日に一次審査・二次審査し 4部門合計 47点に絞り、4月12日

の最終審査で入賞作品を決定した。その結果を機関誌 6月号に掲載、6月 4日のジャグラ文化典愛知大会で表彰

した。今年度の委員会にて応募へのハードルの高さや高齢化、会員数の減少、ペーパレス、コロナ不況などが応

募数の減少の原因ではないかと話があった。この問題をカバーするため、今年度は名刺に特化したプチ作品展を

開催する。応募してもらえるよう委員から支部長に対し依頼している。FAX やメルマガ、機関誌でも告知をして

いる。また、新しい部門を設け時代に即した作品展にしていくために知恵を出し合った。 

 

(１)審査会 

 4月 4日、第一次、第二次審査会をニッケイビルにて開催。部門分けと最終審査へ進む作品を選んだ。4月 12

日、最終審査会をニッケイビルにて開催。経済産業大臣賞、厚生労働大臣賞を含む 32点の入賞作品を決定した。 

 

  



 

(２)入賞作品 

【出版印刷物部門】 

順位賞 作品名 社名 支部名 

経済産業大臣賞 
長岡花火プレミアムフォト集Ⅱ「繋ごう

未来へ-Phoenix」 
㈱中越 新潟 

経済産業省商務情

報政策局長賞 

HAIGA-ZEN 俳画という芸術( 浅野佐代穂

様 俳画集) 
小野高速印刷㈱ 大分 

全国中小企業団体

中央会会長賞 
「STEPS AHEAD」展図録 ㈱野毛印刷社 神奈川 

（一社）日本印刷産

業連合会会長賞 
万里一空 Ⅰ 交友印刷㈱ 兵庫 

（一社）日本グラフ

ィックサービス工

業会会長賞 

野の花との語らい ㈱井上総合印刷 栃木 

印刷時報㈱賞 沖島の猫 木版画でつづる湖国の暮らし サンライズ出版㈱ 滋賀 

㈱印刷出版研究所

賞  
HOME STAR  ㈱緑陽社 東京 

作品展審査会委員

長賞  
企画展 棟方志功展  ㈱一関プリント社 岩手 

佳作  命をかけた平和をありがとう  トーバン印刷㈱ 岩手 

 

【宣伝印刷物部門】 

順位賞 作品名 社名 支部名 

経済産業大臣賞  工学部・工学研究科の留学  ㈱トライス 兵庫 

経済産業省商務情

報政策局長賞  
MAKING IT EXQUISITE  ㈱カミヤマ 愛知 

全国中小企業団体

中央会会長賞  
おいしいチーズ料理  共立速記印刷㈱ 東京 

（公社）日本印刷技

術協会会長賞  

日生劇場「オペラ ラ・ボエーム」ちらし・

ポスター・プログラム 
 ㈱野毛印刷社 神奈川 

（一社）日本グラフ

ィックサービス工

業会会長賞 

㈱大光社 会社案内 ㈱大光社 京都 

㈱日本印刷新聞社

賞 
レンチキュラー製ダムカード ㈱興版社 岩手 

作品展審査会委員

長賞 
越後長岡 MISHIMA BITO ㈱中越 新潟 



 

 

【業務用印刷物部門】 

順位賞 作品名 社名 支部名 

厚生労働大臣賞 
東京豊島ライオンズクラブ 55 周年記念

誌 
勝美印刷㈱ 東京 

厚生労働省人材開

発統括官賞 
「Shock of Dali」展図録 陽光社印刷㈱ 福島 

全国中小企業団体

中央会会長賞 
GAKUIN2019,2020 ㈱ニシキプリント 広島 

日本印刷機材協議

会賞 
カトリック山形教会 100 年史 中央印刷㈱ 山形 

（一社）日本グラフ

ィックサービス工

業会会長賞 

こどものおひさま ㈱カミヤマ 愛知 

㈱ビバン賞 
立命館アジア太平洋大学 ペーパークラ

フト 
小野高速印刷㈱ 大分 

印刷タイムス㈱賞 宮城学院高等学校 校外研修旅行 カガワ印刷㈱ 宮城  

作品展審査会委員

長賞 

岩手県高等学校長協会 OB 会 創立50 周

年記念誌 
トーバン印刷㈱ 岩手 

佳作 梅原 猛先生記念誌 哲学の道 ㈲大和印刷 愛知 

 

【開発・開拓部門】 

順位賞 作品名 社名 支部名 

厚生労働大臣賞 
「東京諸島」の特産品アンテナショップ

の印刷物と企画運営 
㈱文伸 東京 

厚生労働省人材開

発統括官賞 
ビーグル養蜂園 ギフトパッケージ一式 ㈱井上総合印刷 栃木 

全国中小企業団体

中央会会長賞 

新感覚体験型アトラクション ドローン

クレーンゲームの開催 
㈱くまがい印刷 秋田 

（学法）日本プリン

ティングアカデミ

ー賞 

縣神社 授与品などの企画提案 ㈱北斗プリント社 京都 

（一社）日本グラフ

ィックサービス工

業会会長賞 

桑の木粉入り ３D プリンター用フィラ

メント 
㈱興栄社 東京 

ニュープリンティ

ング㈱賞 
デカらくがき本 ㈲ 松原製本所 

香川 

  

作品展審査会委員

長賞 
マンガでわかる美肌菌の話 ㈱イナミツ印刷 東京 



 

 

（２）審査の経緯 

①募集 

 令和4年1月1日より令和4年12月31日までに印刷（完成）された作品を対象に、令和4年12月1日より令和5年3月

31日まで募集した。部門は次の４部門とした。 

  

部

門 
出版印刷物部門 宣伝印刷物部門 業務用印刷物部門 開発・開拓部門 

対

象

作

品 

単行本、文芸書、教

科書、学術参考書

専門書、法規集､写

真集、雑誌、ハンド

ブック、自費出版、

定期刊行物､復刻

版など 

カタログ類、ポスタ

ー、ダイレクトメー

ル、リーフレット、

チラシ、ＰＯＰ、パ

ンフレット、カレン

ダー、ＰＲ誌、各種

案内書など 

研究報告書、文集､記念誌、

機関誌、便覧、手引書、名

簿、会議資料、大会等資料、

会報、年報、リスト、パー

ソナルユース(年賀状、レ

ターヘッド、ハガキ、名刺､

など)など 

新商品、新機器・新手法・新技法

による作品、販促成功例、商品、

活路開拓・需要拡大商品、未来ビ

ジネスへの足掛かり商品､自社

企画による印刷物、印刷物以外

の商品、間接的に生産された印

刷物､ソフト・サービスCD-ROM等

のマルチメデイア 

概

要 

いわゆる出版物と

言われる印刷物 

宣伝的要素の強い

印刷物で、主として

カラー印刷物や凝

った印刷物 

斯業が主流としてきた印

刷物。また商業印刷物のう

ち、モノクロ印刷物も含む 

拡印刷を目指す技術・商品の開

発・新技術の開発、営業要素が強

い作品(全工程外注の作品)・サ

ービスなど 

 

②応募作品数 

 3年の応募 2年の応募 30年の応募 29年の応募 

[Ａ]出版印刷物部門 102  25 25 

[Ｂ]宣伝印刷物部門 100  13 13 

[Ｃ]業務用印刷物部門 101  22 22 

[Ｄ]開発・開拓部門 101  16 16 

合計 404 104 98 76 

※2年は中止となったので、部門分けはしていないため合計作品数のみ記載 

③ジャグラ作品展（第一次・第二次審査委員、最終審査委員）審査委員名簿 

本年度は、審査会を部門決定の第１次審査、最終審査への通過作品決定の第２次審査を行った。第１次審査会と

第２次審査会は４月４日（月曜）に同日開催とした。 

 

 尚、今年度の応募数は下記の通りとなった。 

 令和３年の応募 通過作品数 賞の数 

[Ａ]出版印刷物部門 １０２ １３ ９以上 

[Ｂ]宣伝印刷物部門 １００ １０ ８以上 

[Ｃ]業務用印刷物部門 １０１ １２ ８以上 

[Ｄ]開発・開拓部門 １０１ １２ ８以上 

合計 ４０４ ４７ ３３以上 

 

【第一次・第二次審査員】 

 氏名  役職  役職  会社名 都道府県  区分  

岡澤 誠 委員長 理事 (有)中溝グラフィック 神奈川県 業界委員 

中村 耀 委員 会長 NS印刷製本(株) 東京都 業界委員 



 

沖 敬三 委員 専務理事 ＪａＧｒａ 東京都 業界委員 

田中良平 委員 常務理事 ＪａＧｒａ 東京都 業界委員 

大橋邦弘 委員 理事 (有)大橋印刷商会 宮城県 業界委員 

尾形文貴 委員 理事 (株)みつわ 千葉県 業界委員 

高橋亮太 委員 栃木県支部 (有)高橋平版社  栃木県 業界委員 

谷口美穂 委員 東京都支部 (株)アイト 東京都 業界委員 

渡辺正晴 委員 自費出版 (株)三盛社 東京都 業界委員 

川井信良 委員 自費出版 (株)文伸 東京都 業界委員 

岩根順子 委員 自費出版 サンライズ出版(株) 滋賀県 業界委員 

谷 麻雄 委員 （員外） パソコン教室講師 千葉県 学識経験者 

 

【最終審査員】 

 機関   役職 ご芳名      

経済産業省商務情報政策局コンテンツ産業課 係長 小松 汐里 殿 

厚生労働省能力評価担当参事官室  （ご欠席） 

全国中小企業団体中央会 副参事 久米 舞美 殿 

一般社団法人日本印刷産業連合会 常務理事 緒方 宏俊 殿 

公益社団法人日本印刷技術協会 研究調査部参事 千葉 弘幸 殿 

日本印刷機材協議会 代表幹事 宮脇 正明 殿 

学校法人日本プリンティングアカデミー 事務局広報 前田 太樹 殿 

株式会社印刷出版研究所 取締役編集部長 金澤 克明 殿 

株式会社日本印刷新聞社 取締役 新井 秀夫 殿 

印刷タイムス株式会社  （ご欠席） 

株式会社ビバン 編集長 時田  清 殿 

ニュープリンティング株式会社 取締役編集長 根崎 朋美 殿 

印刷時報株式会社 取締役東京支社長 松村 雄司 殿 

 

④審査基準 

A.企画     ：企画の視点・狙い 

B.編集       ：全体の構成・取材・執筆など 

C.造本設計   ：書籍全体のデザイン・製本・用紙選択など 

D.文字組版   ：難易度が高い・禁則ルールなど 

E.印刷の仕上がり：オフセット印刷・デジタル印刷・その他 

F.開発・開拓  ：開発・開拓の視点・狙いなど 

G.その他 

 

 

[８]組織強化事業 

１．サスティナブル委員会 

2022年 10月から計 4回会議を開催した。12月に方向性を示した事業計画案を出した。事業計画に従い、2月

には日本印刷産業連合会の山本正己部長から SDGs と CSR 経営についての話を聞き、委員メンバーで議論した。

その内容は機関誌に掲載する予定である。 

(１)活動方針 

・会員平均値（10人1億円規模）ではなく、中央値である 5～6名規模の会社の視点で進める。 

・60～70第経営者を意識し、会員企業のサスティナビリティ（持続可能性）を追求する。 

・ジャグラ会員規模（従業員 5名規模）でのSDGsの理解を深めるセミナーの検討。 

・地協、支部、会員のSDGsに関する取り組み、活動の情報収集と共有。 

 

(２)事業計画 

1）事業テーマ：『サスティナブル経営でジャグラ会員の持続的発展につなげる』 



 

2）目的：CSR（企業の社会的責任）に取り組むことで、その行動がステークホルダーの信頼獲得につながり、会

員企業の持続的発展を促す。結果として、会員各社の成長が社会全体の持続性を向上させることとなり、SDGsの

目標達成に寄与する。会員企業の活動を CSRからSDGsへと発展・昇華させる道のりは、サスティナブル経営を自

社に取り入れる有効な手段となる。目的としての持続可能な社会と自社の持続的発展を同時に推進させる事業と

位置付ける。 

 

(３)事業内容 

ジャグラ会員規模（従業員数 5名：中央値）をターゲットとし、サスティナブルな取り組みと業績向上をどう

両立させるかという観点に絞り、SDGs と自社の業務を関係づけられる情報を発信する 。会員企業の実態に即し

た経営課題をテーマとし、SDGs以前の問題としてCSR活動を中心とした取り組へみの理解を深め、コンプライア

ンスや環境問題等への意識向上を図る。「企業としての社会的責任」を明確にすることで、官公需や民間顧客など

の身近なステークホルダーに対しアピールすべきことを整理し、業績向上に向け実践するきっかけをつくる。周

知方法は機関誌への寄稿後、アンケートを実施。その内容を踏まえてセミナーを企画していく。 

また、次の段階としてジャグラ会員の SDGsの取り組み情報を収集し、CSRから SDGsへの関連づけにより、更

なるステップアップを促す等の「セミナー」の開催や 「会員企業の取り組み事例集」の発行を検討する。 

 

(４)情報共有 

1）神奈川県支部 

支部で作成した「印刷屋のための SDGs事例集」を共有。活動内容を聞いた。 

2）宮城県支部 

機関誌に寄せられたSDGsアンケートの結果を共有した。 

 

(５)次年度活動のためのコンテンツ作成 

次年度実施予定のアンケート調査、前段としての SDGs・CSR経営についての意見発信のため、日本印刷産業連

合会サスティナビリティ推進部部長の山本正己氏からSDGs、CSRについてレクチャーを受け、その後、委員メン

バーでディスカッションした。ディスカッションの内容は原稿にまとめ、機関誌に寄稿を予定している。 

 

(６)委員会の開催 

・10月12日 第1回委員会 Zoom 

・11月21日 第2回委員会 Zoom 

・12月16日 第3回委員会 Zoom 

・02月22日 第4回委員会 ニッケイビル 

 

２．地協・支部活動支援委員会 

(１)地協活動支援金制度の実施 

地協活動支援金制度は会員減少や活動資金不足で地協活動ができない地協を応援するための制度で、①上限 10

万円として今後も継続するものと②今期スポットで地協に支払うものと 2種類実施した。 

①地協活動支援制度として、「地方協議会活動支援金規程」に従い、地協で行うセミナーや事業等の活動費に充て

るというもの。１地協に対して上限 10 万円まで支払う(事前の承認、領収書必要)。今年度は東北地協、関東地

協、東京地協、北陸地協、近畿地協、四国地協、九州地協から申請があった。 

 

◆地方協議会活動支援金規定(参考) 

（目的） 

第1条 本規程は一般社団法人日本グラフィックサービス工業会が設置した、地方協議会の活動を推進するため、

地方協議会活動支援金（以下「支援金」という。）について必要な事項を定める。 

（対象） 

第2条 支援金の対象はジャグラ地方協議会とする。 

（支援金の基準と期間及び額） 

第3条 支援金の支給基準は、地方協議会の総会、幹事会、講演会やセミナー、その他地方協議会活動に係る費



 

用を対象とする。  

2 支援金の上限の額は一年間で 10万円とする。 

（申請） 

第4条 支援金の交付を受けようとする地方協議会は、別に定める地協活動支援金申込書を提出しなければなら

ない。 

（交付の決定） 

第5条 前条の規程により地協活動支援金申込書の提出があったときは、会長はその内容を審査し支援金の交付

額を決定する。 

2 会長は、前項の規程により支援金の額を決定したときは、速やかに当該地方協議会に通知しなければならな

い。 

（支援金の交付） 

第6条 支援金の交付は、速やかに指定口座に振り込む。 

（改廃） 

第7条 本規程の改廃は、総務委員会にて行う。 

附則 

本規程は、令和 3年2月22日から施行する。 

 

(２)組織拡大パンフ作成 

 IGAS2023開催に合わせて、組織拡大パンフレットを作成した。最新の情報を掲載するため、その都度更新を行

う。パンフレットはジャグラの HPからダウンロードできるようにした。 

 

(３)グループディスカッションの実施 

 11月11日に東京ドームホテルで開催した全国協議会のグループディスカッションの企画運営を実施した。「支

部、地協の活動を活性化させよう」というテーマで、事前に全国の地協会長、支部長に活動事例についてアンケ

ートを取り、資料として配布した。11月12日にグループディスカッションの発表を行い、課題を共有した。 

 

３．ＳＰＡＣＥ－２１ 

(１) SPACE-21活動一覧（2022年4月1日～2023年3月31日）及び参加者人数 

【2022年】 

04月13日 幹事会（ネット） 20名 

04月29日 ココカラ市場 by PrintNext2022（3331Arts Chiyoda）950名 

04月23日 総会（福岡・バス） 45名 

04月24日 全国協議会＋30周年記念事業ミーティング（福岡）12名 

05月09日 全国協議会＋30周年記念事業ミーティング（ネット）9名 

05月16日 幹事会（ネット）20名 

06月07日 30周年記念事業 第1部パネラーミーティング（ネット）5名 

06月10日 30周年記念事業ミーティング（ネット）6名 

06月16日 幹事会（ネット）20名 

07月02日 夏の幹事会 in広島（広島）28名 

07月12日 30周年記念事業 第2部パネラーミーティング（ネット）7名 

07月26日 30周年記念事業ミーティング（ネット）9名 

08月08日 幹事会（ネット）17名 

08月22日 30周年記念事業ミーティング（ネット）12名 

08月31日 30周年記念事業 第3部パネラーミーティング（ネット）8名 

09月09日 30周年記念事業 第1部パネラーミーティング（ネット）7名 

09月12日 幹事会（ネット）17名 

09月16日 30周年記念事業 第2部パネラーミーティング（ネット）7名 

10月01日 全国協議会東京大会＋30周年記念事業（東京）106名 



 

11月14日 幹事会（ネット）16名 

11月18日 玄靑会「インボイス・電子帳簿帳保存法改正」セミナー 9名 

12月03日 Next-Oita 大分12月セミナー＋忘年会 37名 

【2023年】 

01月16日 幹事会（ネット）17名 

02月11日 全国キャラバン in北陸（石川）31名 

02月13日 幹事会（ネット）16名 

03月09日 幹事会（ネット）15名 

 

(２)総会の開催 

4月23日（土）福岡での久々のリアル開催を福岡玄靑会が運営及び設営を行った。総会は車中で実施し、代表

幹事が本村豪経から笹井靖夫に交代となり、新執行部が承認された、その後大宰府天満宮への参拝し、親会から

は岡本副会長(当時)も参加頂き、ＳＰＡＣＥ－２１らしい、活気のある会であったと総評を頂いた。 

 

(３)地方幹事会の開催 

年1回の地方幹事会として、夏の幹事会を広島で中国地協・楓翠会が運営にて開催。2022年度の方針の一つで

もある「リーダーの仕事は次のリーダーを育てること」の機会の提供のため、現幹事だけでなく次期幹事候補も

参加頂き、幹事会の参加や焼酎・日本酒造りからクラフトジン・ウイスキー醸造へ挑戦したサクラオブルワリー

＆ディストラリ―の見学会及び白井社長の講演会を開催した。 

 

(４)全国協議会の開催 

10月1日（土）コロナ禍で開催できていなかった SPACE-21の30周年記念事業として歴代幹事シンポジウムを

SPCE-21 幹事の 30周年記念事業チームと東京 FACE の運営にて東京ドームホテルで開催。初期・中期・現在の 3

パートに分け、過去の SPACE-21の活動の内容や想いや今後の青年部のあり方について共有した。参加者は計 106

名。 

 

(５)全国交流キャラバンの開催 

2月 11日に石川において、全国交流キャラバン in北陸を SPACE-21石川及び SPACE-21新潟の運営にて開催。

石川県で飲食店をはじめ様々な事業を展開する企業、株式会社 All Dash Restaurant Systems の浦 崇典社長に、

コロナ禍においても躍進する秘訣～打つ手は無限～というテーマで講演会を開催した。 

 

(６)広報「SPACE-21ニュース」の発行 

ジャグラ青年部 SPACE-21 をより知っていただくため、不定期で「SPACE-21 ニュース」を発行していたが、今

期より機関誌グラフィックサービスに不定期で記事を掲載した。 

 

(７)活性化事業 

活性化事業として、非会員や元会員などの加入促進活動への助成を行っている。 

2022年度実績は以下の通り。 

・11月18日 玄靑会 セミナー 

・12月3日   Next-Oita セミナー 

※上記2件以外に、2021年度Next-Oitaセミナーの助成金を今期の予算から支出しているため、2022年度

予算より計3件 9万円の支出となった。 

 

(８)プリントネクスト 

2022年2月12日、イイノホール＆ｶﾝﾌｧﾚﾝｽｾﾝﾀｰにてPrintNext2022に続き、新型コロナウイルス感染症の影響

により、開催が延期となったココカラ市場 byPrintNext2022を4月29日（祝）に開催した。コロナでの集客影響

が残る中であったが、950名もの参加者となり、盛況の中 2022年のプリントネクストは閉会した。 

 

 



 

[９]個人情報保護 

１．個人情報保護 

一般社団法人日本グラフィックサービス工業会「個人情報保護体制組織規程」第15条に定めにしたがい、令

和4年4月1日より令和5年 3月31日までの個人情報保護活動（委員会業務、苦情）について報告する。 

 

(１)個人情報保護委員会とプライバシーマーク審査会の体制について 

 一般社団法人日本グラフィックサービス工業会と公益社団法人東京グラフィックサービス工業会は、合同で個

人情報保護委員会とプライバシーマーク審査会を運営している。 

 

個人情報保護委員会 名簿 

 役職 区分 氏名 役職 その他           

委員長 業界 樋貝 浩久 ジャグラ理事 (有)東和プリント社 

委員 外部委員 清水 良二 弁護士 清水弁護士事務所 

委員 外部委員 福長 恵子 （公社）日本消費生活 

   アドバイザー・コンサル 

   タント協会 常任顧問 

委員 外部委員 東 吉彦 工学博士 東京工芸大学工学部准教授 

委員 外部委員 畑下 洋紀 富士フイルムビジネス 

イノベーション(株) IT専門職 

委員 業界 鈴木 將人 ジャグラ理事 (株)東京技術協会 

委員 業界 田中 良平 ジャグラ専務理事 ジャグラ 

 

個人情報保護委員会監査人名簿 

 役職 区分 氏名 役職 その他          

監査人 業界 清水 隆司 東京都支部 倉敷印刷(株) 

 

審査会名簿 

 役職 区分 氏名 役職 その他           

会長 外部委員 清水 良二 弁護士 清水弁護士事務所 

委員 外部委員 福長 恵子 （公社）日本消費生活 

   アドバイザー・コンサル 

   タント協会 常任顧問 

委員 外部委員 東 吉彦 工学博士 東京工芸大学工学部准教授 

委員 外部委員 畑下 洋紀 富士フイルムビジネス 

イノベーション(株) IT専門職 

委員 業界 樋貝 浩久 ジャグラ理事 (有)東和プリント社 

委員 業界 鈴木 將人 ジャグラ理事 (株)東京技術協会 

委員 業界 田中 良平 ジャグラ専務理事 ジャグラ 

 

(２)プライバシーマークの普及 

受付合計 85社（前年実績 116社）（累計件数 1654社） 

 新規申請 4社（前年実績 10社） 

 更新申請 80社（前年実績 105社） 

 合併申請 1社（前年実績 1社） 

 

 
全国 ジャグラ 東グラ 

合計 新規 更新 合計 新規 更新 合計 新規 更新 

受付数 85 4 80※1 44 3 41 41 1 40※1 



 

現地審査数 83 6 77※1 42 3 39 40 1 39※1 

認定数 90 4 86※1 47 3 44 43 2 41※1 

打切・辞退数 0 0 0       

※1＝合併1を含む 

 

プライバシーマーク付与事業者数（開催回別） 

 新規 更新 合併 小計 打切・辞退 備考 

04年5月 1 15   16   

04年7月 1 14   15   

04年9月 4 24   28   

04年11月 0 12   12   

04年12月 1 8   9   

05年2月 0 16 0 16   

05年3月 2 8   10   

年度合計 9 97 0 106 0  

※参考 ジャグラ会員におけるプライバシーマーク付与事業者会員数は、令和 5年3月31日現在205社で

ある 

 

(３)プライバシーマーク付与事業者（会員事業所）の個人情報事故について 

事故の報告は5件あった。 

①メールを送信する際、似たアドレスの別人に送信した（漏えい＝1）＝欠格レベル 1 

②DM発送の際、データソート作業にミスがあり別人に発送した（漏えい＝67）＝欠格レベル 2 

③DM発送の際、委託先でデータソート作業にミスがあり別人に発送した(漏えい＝67）＝欠格レベル2 

④名刺の校正データを別人に送信してしまった。（漏えい＝1）＝欠格レベル1 

⑤はがきを発送する際、半分別人のはがきが混じってしまった。(漏えい＝２) ＝欠格レベル 1 

いずれも欠格レベルを判定し、事業者、JIPDECに連絡した。 

 

(４)調査依頼 

今年度、調査依頼はなかった。 

 

(５)苦情について 

苦情件数 0件 

 

(６)PMS構築相談室の開設 

平成21年12月より、PMS構築相談室を開設している。 

今期の相談件数＝0件 

 

(７)個人情報保護の推進 

①「印刷業界の個人情報保護ガイドブック 第7版」の作成 

「印刷業界の個人情報保護ガイドブック 第7版」を作成し、令和 4年3月に完成した。配布は令和 4年４

月に全会員に配布した。 

 

②個人情報保護研修会の開催 

月日 タイトル 講師 場所 

2月15日 個人情報保護法における安全管理措置 
内閣府・個人情報保護委員会事務局 

参事官補佐・木村一輝氏 

ニッケイビ

ル＋ジャグ

ラBB 



 

 

【内容】 

・個人情報保護法と個人情報保護委員会 

・安全管理措置事例 

・令和2年改正個人情報保護法とその施行 

・令和3年改正法の概要  

 

③機関誌 

機関誌にて、情報提供を図った。 

・令和4年9月号：尼崎市の情報漏えいを他山の石として……委託、安全管理措置等の見直しを 

・令和5年2月号：JIPDEC 2021年度「個人情報の取扱いにおける事故報告集計結果」より 

 

 

[９]その他 

１．マスターズクラブ 

マスターズクラブは、ジャグラ役員 OBにて構成する組織で、現役役員、後継者のSPACE-21との融合による英

知の結集を期待して活動している。2022年度は3年振りとなるジャグラ文化典が愛知の名古屋観光ホテルで開

催されたことを受け、6月4日 11時20分から同会場にて、第 3回総会を開催した。（参加者 26名） 

 

２．日本自費出版文化賞 

①第25回日本自費出版文化賞 

 第25回日本自費出版文化賞は以下の日程で実施した。 

  令和3（2021）年12月01日 公募開始 

  令和4（2022）年03月31日 公募締め切り 

  令和4（2022）年05月～06月 第一次選考 

  令和4（2022）年07月16日 第二次選考 

  令和4（2022）年09月07日 最終選考会（東急 REIホテル） 

  令和4（2022）年09月07日 記者発表会（東急 REIホテル） 

  令和4（2022）年11月12日 第25回日本自費出版文化賞表彰式（アルカディア市ヶ谷） 

 

②第25回日本自費出版文化賞の結果 

 応募総数は721点（地域文化部門 88点、個人誌部門118点、小説部門153点、エッセー部門 109点、詩歌部

門89点、研究・評論部門103点、グラフィック部門61点）の中より、一次選考、二次選考、最終選考を経て、

次の作品が入賞した。 

 

主な入賞作品 
【文化賞大賞】 

部門 書名 著者 

グラフィック There  I  sense  something (そこにあるなにか)  寺内 ユミ 

 

【部門賞】 

部門 書名 著者 

地域文化      石鎚山に抱かれて 一色龍太 

個人誌     満州・通化事件を追って 帰ってきて欲しかった父   熊谷紀代 

小説                ハーヴェスト 高原あふち  

エッセー                   水辺の街で 本間淑子 



 

詩歌                     歌集 光陰 鈴木良明 

研究・評論                近世奄美流人の研究 箕輪 優 

グラフィック               Kesho: 化粧  UDA 

 

【特別賞】 

部門 書名 著者 

地域文化  受容と信仰―仙台藩士のハリスト正教と自由民権―  千葉 茂 

個人誌     新見睦の記憶画 描き残したい昭和   新見 睦 

小説      支店長、大変です！          高橋 健 

エッセー    から揚げコッコ物語―令和の里の裏庭飼育―    陶山良子 

詩歌      畑中暁来雄詩集 資本主義万歳      畑中暁来雄 

研究・評論   
やさしいネイチャーウオッチング 

ー自然を守り育てる仲間づくりー      
村上宣雄 

グラフィック 鉄のサムライ   長谷川佳江 

 

◆最終審査員（敬称略・順不同） 

 氏名 専門 役職    

鎌田  慧 ルポライター 選考委員長 

中山 千夏 作家 

佐藤 和夫 哲学思想研究者・千葉大学名誉教授 

秋林 哲也 編集者  

藤野 健一 編集者 

小池 一子 クリエイティブ・ディレクター 

成田 龍一 歴史家、日本女子大学名誉教授 

 

◆後援（敬称略・順不同） 

株式会社 朝日新聞 

  公益社団法人 日本図書館協会 

  一般社団法人 日本印刷産業連合会 

  日本自分史学会 

  関東複写センター協同組合 

  株式会社 小学館スクウェア 

 

協賛（敬称略・順不同） 

  富士フィルムグローバルシステムズ株式会社 

  リョービMHIグラフィックテクノロジー株式会社 

  ホリゾン・ジャパン株式会社 

  コニカミノルタジャパン株式会社 

  株式会社大塚商会 

  株式会社ショーワ 

  大東化工株式会社 

 

③第26回日本自費出版文化賞 

 第26回日本自費出版文化賞は以下の日程で実施する。 



 

  募集開始        令和4（2022）年12月01日 

  締め切り        令和5（2023）年03月31日 

  一次選考        令和5（2023）年05月～06月 

  二次選考会       令和5（2023）年07月15日（入選作品候補が決定） 

  最終選考会（結果発表） 令和5（2023）年09月06日（入賞作品、大賞、入選作品決定・発表） 

  表彰式         令和5（2023）年11月11日（アルカディア市ヶ谷）予定 

 

 

  



 

[11] 公益法人改革 

(１)公益法人改革 

①公益目的支出計画実施報告書の記載修正 

 ジャグラは、平成26年4月 1日より一般社団法人日本グラフィックサービス工業会として活動している。 

 これに伴い、毎年度終了後、内閣府に所要の報告をしているが、平成 31年令和元度公益目的支出計画実施報

告書を提出した。記載修正依頼があり対応した。 

 

②公益目的財産額と公益目的支出計画 

 公益目的財産とは、これまで公益法人として税制等の利益を享受し蓄積してきた財産は公益目的に利用するこ

とを要請されているもので、一般社団法人に移行した前日の財産がこれに相当する。 

 ジャグラは、公益目的財産を利用する公益事業としては「個人情報保護の推進とプライバシーマークの資格審

査業務」「印刷技術向上等のためのジャグラ BBによる情報配信事業」「DTPスクールの運営事業」の 3事業を計

画して申請している。 

 これまでの公益目的財産額の推移は次のとおりである。（単位：円） 

年度 
移行申請時の計画 

（収入－支出） 

毎年の計画 

（収支予算） 

毎年の実績 

（決算書） 
公益目的財産残額 

平成26年3月31日    257,431,570 

平成26年度 18,306,160 30,064,208 19,322,560 238,109,010 

平成27年度 18,306,160 28,254,684 16,724,557 221,384,453 

平成28年度 18,306,160 28,096,297 23,223,362 198,161,091 

平成29年度 18,306,160 33,434,152 24,977,900 173,183,191 

平成30年度 18,306,160 31,703,761 23,126,553 150,056,638 

平成31令和元年度 18,306,160 32,653,319 28,104,052 121,952,586 

令和2年度 18,306,160 31,837,874 22,322,815 99,629,771 

令和3年度 18,306,160 37,229,496 27,619,722 72,010,049 

令和4年度 18,306,160 35,913,731 25,107,949 46,902,100 

 

 なお、今後の注意点として、公益目的支出計画の 15年間（令和 11年3月末まで）より早く公益目的支出計

画が終了する場合は「届け出」だけですむが、15年より遅くなる場合は、改めて事前に変更計画を申請して

「承認」を得る必要があることに留意したい。 

（この項目は毎年、掲示して、誤解のないようにしていきたい） 

 

  



 

〔主要な会議〕 

 

1.総会 

令和4年6月4日 第57回定時総会 愛知県・名古屋観光ホテル 

 

2.理事会 

令和4年04月20日 第1回 ニッケイビル＋ネット会議 

令和4年06月04日 第2回 愛知県・名古屋観光ホテル 

令和4年06月23日 第3回 リコージャパン会議室＋ネット会議 

令和4年09月14日 第4回 ニッケイビル＋ネット会議 

令和4年11月11日 第5回 東京ドームホテル 

令和5年01月06日 第6回 ニッケイビル＋ネット会議 

令和5年03月17日 第7回 ニッケイビル＋ネット会議 

 

3.全国協議会 

令和4年11月11日～12日 東京ドームホテル   

 

 

〔理事監事ならびに顧問相談役参与および名誉会員一覧（令和 5年3月31日現在）〕 

会長 岡 本   泰 副会長 熊 谷 晴 樹 副会長 中 島   博  

副会長 原 田 大 輔 副会長 神 山 明 彦 副会長 岡   達 也  

副会長 池 邉   寛 専務理事 田 中 良 平 理事 渡 辺 辰 美 

理事 伊 東 邦 彦 理事 髙 橋 亮 太 理事 尾 形 文 貴  

理事 樋 貝 浩 久 理事 稲 満 信 祐 理事 鈴 木 將 人  

理事 齋 藤 秀 勝 理事 中 村   耀 理事 中 村   盟  

理事 笹 井 靖 夫 理事 笹 岡   誠 理事 武 川   優   

理事 黒 沢 康 憲 理事 谷 川   聡 理事 杉 本 浩 康 

理事 松 下   忠 理事 宮 﨑   真 理事 山 本 康 彦  

理事 森     孝 理事 本 村 豪 経  

監事 菅 原 正 行 監事 木 原 庸 裕 監事 前 沢 寿 博  

 

 

名誉顧問 今 井 茂 雄 顧問 吉 岡   新 

相談役 藤 井 治 夫 相談役 熊 谷 正 司 相談役 谷   忠 明  

相談役 沖   敬 三 相談役 金 子   徹 相談役 岩 下   登 

相談役 山 本 耕 司 

参与 田 端   章 参与     伊 藤 文 雄   参与 青 木   滋 

参与 都 築 延 男 参与   藤 田 信 昭  

 

 

  



 

令和4年度(第58年度)～令和5年度(第59年度)事業と役割分担 

 

令和4年 06月23日理事会 承認 

令和4年 09月14日理事会 承認 

令和4年 11月11日理事会   承認 

令和5年 01月06日理事会   承認 

令和5年 03月17日理事会   承認 

 

事業 委員会 役割り 委員  

 正副会長会議 委員長 

 

岡本 泰  会長 

熊谷 晴樹 副会長 

中島 博  副会長 

原田 大輔 副会長 

神山 明彦 副会長 

岡  達也 副会長 

池邉 寛  副会長 

田中 良平 専務理事 

中村 耀  理事 

谷川 聡  理事 (財務担当) 

 

 

広報事業 広報委員会 担当理事 

委員長 

 

 

神山 明彦 副会長 

本村 豪経 理事 

東海林正豊 (秋田) 

野口  聡 (東京・文京) 

谷山 和也 (東京・文京) 

小澤 孝一郎 (山梨) 

瀬尾  淳 (広島) 

安達 睦男 (大分) 

田中 良平 専務理事 

藤尾 泰一 (㈱インフォディー) 

影山 史枝 DTPschool講師 

佐藤 愛子 (大分) 

西谷  毅 (東京・文京)  

松谷 勝広 (東京・文京) 

笹井 靖夫 理事 

 

 

 

ジャグラコン

パクトＤＸ事

業① 

生産性向上委員

会 

担当理事 

委員長 

副委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

原田 大輔 副会長 

宮﨑  真 理事 

岸  昌洋 （北海道） 

吉岡 康之 （キヤノンマーケティングジャ

パン㈱） 

小山 直仁 （コニカミノルタジャパン㈱） 

佐藤 幸一 （リコージャパン㈱） 

福田 佳央 （リコー㈱） 

青木 麗子 （リコージャパン㈱） 

堤  佑介  (㈱小森コーポレーション) 

伊藤 祐哉  (ハイデルベルグ・ジャパン㈱) 

谷口 一博  (㈱モトヤ) 

岡嶋 隆文  (㈱モトヤ) 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

アドバイザー 

前田 知彦  (㈱プリポート) 

吉川 雄季  (㈱プリポート) 

小野寺 徹 (富士フイルムビジネスイノベー

ションジャパン㈱) 

池田 久 (富士フイルムビジネスイノベーショ

ンジャパン㈱) 

清水 雅司 (和歌山) 

今井  克 (大阪) 

佐川 正純 （佐川印刷㈱) 

 

ＭＩＳ研究委員

会 

担当理事 

委員長 

副委員長 

 

 

原田 大輔 副会長 

稲満 信祐 理事 

山本 康彦 (山口) 

松谷 勝広 (東京・文京) 

宇野 伸弥 (大阪) 

武川  優 (東京・三多摩) 

小山 直仁 （コニカミノルタジャパン㈱） 

前田 正樹 （富士フイルムグローバルグラ

フィックシステムズ㈱） 

笠 大治郎 （リコージャパン㈱） 

秋山 洋一 （㈱小森コーポレーション） 

濱田 淳子 （コダック（合同）） 

松本 一彦 （㈱J SPIRITS） 

谷口 一博 （㈱モトヤ） 

塩見 浩平 （㈱モトヤ） 

遠藤 康仁 （リコージャパン㈱） 

 

 

ジャグラコン

パクトＤＸ事

業② 

地域活性化委員

会 

担当理事 

委員長 

副委員長 

 

岡  達也 副会長 

齋藤 秀勝 理事 

藤井 大介 （愛媛） 

木戸 敏雄 (東京・新宿） 

西村  啓 (高知） 

佐藤 愛子 (大分） 

杉田 晴紀 （富士フイルムビジネスイノベ

ーションジャパン㈱） 

青木 麗子 （リコージャパン㈱） 

神山 和彦  

滝下晴太郎 （㈱モリサワ） 

 

 

業態進化委員会 担当理事 

委員長 

副委員長 

 

岡  達也 副会長 

中村  盟 理事 

田治 宏敬 （大阪） 

熊谷 健司 （秋田） 

小林 佳之 （東京・文京) 

寺崎  薫 （コニカミノルタジャパン㈱） 

小野寺 徹 （富士フイルムビジネスイノベ

ーションジャパン㈱） 

河村 浩治 （リコージャパン㈱） 

灰谷 文晴 （リコージャパン㈱） 

 



 

吉川 政志 （㈱SCREEN GPジャパン） 

加来 淑朗 （ハイデルベルグ・ジャパン

㈱） 

高橋 雄城 （㈱ビジュアル・プロセッシン

グ・ジャパン） 

谷口 一博 （㈱モトヤ） 

田中  昭 （㈱モトヤ） 

菅野 秀文 （㈱ショーワ） 

 

クロスメディ

ア研究事業 

 

ジャグラコンテ

スト委員会 

 

担当理事 

委員長 

池邉  寛 副会長 

笹岡  誠 理事 

浅野 健一 （東京・文京） 

楠藤  治 （徳島） 

 

専門委員 

影山 史枝 DTPschool講師 

谷  麻雄 DTPschool講師 

波多江潤子 DTPschool講師 

樋口 泰行 DTPschool講師 

古山 裕也 第1回優勝者 

高山由利子 第4回優勝者  

 

 

DTP教室運営委

員会 

担当理事 

委員長 

池邉  寛 副会長 

武川  優 理事 

笹岡  誠 理事 

 

 

コンテスト事

業 

年賀状デザイン

コンテスト委員

会 

 

 

担当理事 

委員長 

中島  博 副会長 

尾形 文貴 理事 

髙橋 亮太 理事 

樋貝 浩久 理事 

佐藤 隆一 (茨城) 

岡澤  誠 (神奈川) 

露木 貴弘 (神奈川) 

谷口 美保 (東京・文京) 

宮澤  徹 (長野) 

 

 

ジャグラ作品展

委員会 

 

 

担当理事 

委員長 

 

 

 

 

 

 

 

審査委員 

 

中島  博 副会長 

黒沢 康憲 理事 

尾形 文貴 理事 

髙橋 亮太 理事 

樋貝 浩久 理事 

佐藤 隆一 (茨城) 

岡澤  誠 (神奈川) 

露木 貴弘 (神奈川) 

宮澤  徹 (長野) 

川井 信良 (東京・三多摩/自費出版ネット

ワーク) 

岩根 順子 (滋賀/自費出版ネットワーク) 

 

 



 

組織強化事業 サスティナブル

委員会 

担当理事 

委員長 

熊谷 晴樹 副会長 

松下  忠 理事 

髙橋 亮太 理事 

菅野  潔 （東京・城東) 

杉本 浩康 （兵庫) 

桜井  薫 (神奈川) 

 

 

地協・支部活動

支援委員会 

担当理事 

委員長 

熊谷 晴樹 副会長 

伊東 邦彦 理事 

 

 

ＳＰＡＣＥ－21 担当理事 

兼代表幹事 

副代表 

副代表 

副代表 

副代表 

幹事 

幹事 

幹事 

幹事 

幹事 

幹事 

幹事 

幹事 

幹事 

幹事 

幹事 

オブザーバー 

オブザーバー 

オブザーバー 

オブザーバー 

笹井 靖夫 理事 

 

小澤 孝一郎 (山梨) 

黒沢 武志 (石川)  

田治 宏敬 (大阪)  

安達 睦男 (大分)  

東海林 正豊 (秋田県) 

佐藤 圭一 (宮城)  

稲本  創 (茨城)  

松谷 勝広 (東京・文京) 

亀田 耕平 (東京・文京) 

鈴木 照幸 (愛知)  

瀬尾  淳 (広島)  

三宮 健司 (高知)  

本村 豪経 (福岡)  

髙光 正義 (熊本)  

池水 孝弘 (鹿児島)  

名久井 龍夫 (岩手) 

齋藤 秀勝 (東京・港) 

熊谷 健司 (秋田) 

佐藤 愛子（大分） 

 

 

マスターズク

ラブ 

マスターズクラ

ブ 

 

会長 

副会長 

 

 

幹事 

 

会計 

監査 

吉岡  新 顧問 

田端  章 (宮城) 

谷  忠明 (東京・三多摩) 

橋本 征治 (大阪) 

中村  耀 (東京・新宿) 

尾形 文貴 (千葉) 

井上冨美子 (東京・千代田) 

沖  敬三  

 

 

日本自費出版

文化賞 

 

  NPO法人日本自費出版ネットワークに 

運営を委託 

 

 

個人情報保護 個人情報保護委

員会 

担当理事 

兼委員長 

樋貝 浩久 理事 

 

鈴木 將人 理事 

清水 良二 (弁護士) 

福長 恵子 (公益社団日本消費生活アドバイ

 



 

ザー・コンサルタント協会 常任顧問) 

東  吉彦 ((一社)日本印刷学会会長) 

畑下 洋紀 (富士フイルムビジネスイノベー

ションジャパン㈱) 

田中 良平 専務理事 

 

監査 清水 隆司 (東京・千代田) 

プライバシー

マーク審査会 

プライバシーマ

ーク審査会 

 

審査会長 

専門委員 

 

専門委員 

専門委員 

 

業界委員 

業界委員 

業界委員 

清水 良二 (弁護士) 

福長 恵子 (公益社団日本消費生活アドバイ

ザー・コンサルタント協会 常任顧問) 

東  吉彦 ((一社)日本印刷学会会長) 

畑下 洋紀  (富士フイルムビジネスイノベ

ーションジャパン㈱) 

樋貝 浩久 理事 

鈴木 將人 理事 

田中 良平 専務理事 

 

 

 

 

 



  

〔日印産連への派遣役員と委員〕 

 

 令和４年度、ジャグラなど印刷関連 10団体で構成する日印産連に以下の通り、役員、委員を派遣した。 

 日印産連役職・委員会 役員委員氏名 ジャグラ役職（支部）  

常任理事 岡 本   泰 会長 

理事 原 田 大 輔 副会長 

ステアリング・コミッティ(運営委員会) 岡 本   泰 会長 

ステアリング・コミッティ(運営委員会) 田 中 良 平 専務理事 

SDGs推進プロジェクト 松 下   忠 理事 

労働安全衛生部会 田 中 良 平 専務理事 

環境マネジメント部会 菅 野   潔 東京・城東支部 

環境マネジメント部会 田 中 良 平 専務理事 

グリーンプリンティング推進部会 菅 野   潔 東京・城東支部 

GP普及拡大WG 菅 野   潔 東京・城東支部 

GP周知活動WG 菅 野   潔 東京・城東支部 

GP制度検討WG 菅 野   潔 東京・城東支部 

知的財産部会 田 中 良 平 専務理事 

広報部会 田 中 良 平 専務理事 

情報共有プラットフォーム構築 WG 並 木 清 乃 事務局長 

日印産連表彰選考委員会 岡 本   泰 会長 

環境優良工場表彰審査委員会 田 中 良 平 専務理事 

 

〔その他各種団体への派遣役員と委員〕＝順不同 

一般財団法人 印刷図書館 理事 岡 本   泰 会長 

公益社団法人 日本印刷技術協会 理事 笹 井 靖 夫 理事 

学校法人 日本プリンティングアカデミー 理事 岡 本   泰 会長 

 



  

〔事務局体制〕 

 

専務理事  田中 良平 

事務局長  並木 清乃 

 

田中良平：総会、理事会、日印産連、全国協議会、財政、各種委員会、ジャグラコンパクト DX、広報(機関誌)

個人情報保護、サスティナブル、組織拡大、作品展、自費出版ネットワーク、会館(運営・管理)、諸

事業、対外折衝ほか 

並木清乃：総会、理事会、全国協議会、総務、事務局運営、地協支部支援、年賀状デザインコンテスト、個人

情報保護、各種委員会ほか 

阿部奈津子：総務、経理、広報（ジャグラHP）、ジャグラコンテスト、DTP＆Webスクール、セミナー企画立案

ほか 

今田 豪：広報（ジャグラBB）、ジャグラコンパクトDX、個人情報保護、次世代対策ほか 

長野未奈美：ジャグラコンパクト DX、広報、DTP＆Webスクール、次世代対策、個人情報保護、作品展、グルー

プ保険、総務・庶務ほか 

 

 

  



  

〔今年度逝去された会員〕 

 

令和４年 

日付 会社名 氏名 支部 

08月10日 大商印刷㈱ 白垣  剛 福岡県支部 

08月12日 ㈲関内印刷 藤田 實忠 神奈川県支部 

08月15日 ほいち工房 大石 保一 静岡県支部 

08月28日 ㈱アイコス 木村 喜孝 大阪府支部 

09月19日 ㈱太陽プリント 堀   一 新潟県支部 

10月16日 ㈱千代田サプライ 古賀 和徳 福岡県支部 

12月18日 ㈱新潟フレキソ 富岡 辰明 新潟県支部 

12月23日 ㈱サンライズ 添田  寛 東京・城東支部 

 

令和５年 

01月03日 ㈱大和プリント 藁谷 和家 東京・千代田支部 

01月15日 ㈱エデンメディアワークス 池邉 昭二 大分県支部 

03月01日 ㈱ミトヨ 渡辺 俊夫 大阪府支部 

 

 (注)ジャグラ事務局あてに連絡がありました物故者のご尊名を掲載しました。 

 

  


